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鶏胚にみられた脊髄三分症の1例
上原正人 *・上鳴俊彦キ
昭和55年7月31日受付
Diastematomyelia of a Chick Embryo
Masato UEHARA* and Toshihiko UESHIMA半
This paper presents the results studied histologically in the casc of a lVhite
Leghorn chck embryo frOm stage 32(Hamburger and hamilton, '51)with
diastematomyelia.  The diastematomyelia was affected in the 26th-28th spinal
cord segments,  No abnomality was recOngnized in the spinal regiOns cranial
and caudal tO the area with diastematomyelia   At the cranial portion most
affected, the left hemi―cord lllith the opened central chanal appears to the left
of the normal cord.  At the middle portion, there was a fusion of the right
alar plate of the left cord and the incomplete left half Of the right cord.  The
heterotopic nervous tissues appeared ventro―later l tO the left cOrd.  Although
at the caudal portion the left cord lvas almost normal, the right cord has only
the floor plate and incomplete right half with the Opened central canal at the
same portiOn.
Taking the above―mentioned findings into cOnsideration, the suggestion may
be offered that the spinal cord in this case is cut obliquely during early
development of the spinal cord and therafter the right half of the cranial
portion and the left half of the caudal portion reunite.
脊髄三分症は脊髄の発生異常による奇形で,脊髄が縦
に一部裂けたものから完全に2本の脊髄になったものま
で種 の々段階を含む。Herren and Edwards4)及びKeim
and Greene7)によると,ヒトの脊髄三分症の一般的特
徴は中位胸髄以下の脊髄が様々な脊髄節数に渡って側々
性に重複し, 2本の脊髄間には骨性,軟骨性ないしは線
維性中隔が形成され,更に合併症を伴うものが多く,そ
れには二分脊椎を最多とする椎骨の異常,毛斑等当該部
皮膚の異常及び足弯曲症や肩甲骨の位置異常等四肢の異
常が含まれる。しかし,脊髄三分症単独では神経症状を
現さず,従って合併症のない例では何ら身体的症状を呈
さないと言われている1'5,7上
脊髄三分症の発生機序については古くから諸説があり
まだ一致を見ていない。
脊髄三分症の発生例は Keim and Greene7)によると
1973年までにヒトで173例の報告があり, また Joest6)
によると家畜ではブタ,イヌ,ウンの報告例があるが少
い。
本論文では鶏胚に見られた脊髄が完全に2本に分離す
ることのない脊髄三分症の1例について組織学的観察結
果を報告する。
材 料 と 方 法
材料は Hamburger and Hamihon3ぁst ge 32の白
色レグホン種鶏胚で,方法は純アルコール固定,セロイ
ジン包埋し,全脊髄を断続的に横断で薄切後, H―E染
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鶏胚の脊髄三分症
Anterior
Fig.l  Diagramatic represntation of horizontal
sections thrugh diastematomyelia.
□ :White matter,  団 :Gray matter,
日 :Germinal layer.
色及びPAS染色をして観察した。
結     果
本例は脊髄の発生学的研究の途上で遭遇したものであ
る。孵卵日数と発生段階は一致しており,かつ発生段階
確認のため行った全体観,頭部及び四肢の観察で異常を
認めなかった。
脊髄三分症を生じている脊髄節は同一切片上に寛骨臼
及び glycogen body原基を認めることから第26から28
脊髄節に相当する。脊髄三分症の領域より頭方,尾方と
もにまったく異常を認めない (Figs.2,9)。
脊髄三分症を示す部を頭方から観察すると, まず共通
の髄膜に囲まれて左側に不完全な脊髄が出現する。この
左側脊髄は背側にのみ白質を持ち,右側脊髄と直接面し
ている内側面は胚芽層になっている。左側脊髄背内側か
ら細胞塊が腹方へと伸び出し,この中にはグリコーゲン
含有細胞が含まれていることから蓋板を形成するべき細
胞塊と考えられる。右側脊髄はほぼ正常構造を有するが,
中心管背側がやや左側に曲り,灰自質の形もそれに従っ
て歪んでいる (Fig。3)。ついで,左側脊髄はイよば脊髄の
左側半分に近い構造となる。すなわち,左側脊髄におい
て左側の翼板と基板が明瞭に認められ,底板とそれに引
続く右側基板の一部が右側脊髄の腹側に存し,議板は通
常の位置にはないが,胚芽層の背内側に位置している。
側索は外側方へと伸び出し,その中を翼板の細胞が移動
し,更に側索外側面に集合している。側索外側面に基底
膜はなく,側索外側面に集合した細胞の一部は脊髄外ヘ
と移動している。右側脊髄においては,中心管の腹側半
分は閉鎖し,背側は背方へと拡大している。蓋板は薄く
なっている。(Figs 4,5)。さらに尾側になると左右脊髄
は融合した状態になる。左側脊髄の左半分はほぼ正常構
造となり,右半分の翼板に右側脊髄の不完全な腹角が入
り込んだ形で左右の脊髄は側々性に融合している。右側
脊髄の不完全な腹角は中心管に達しており,同部の胚芽
層は側方に移動している。右側脊髄において,左側半分
は不完全な腹角を除いて基板は消失し,翼板も一部しか
ない。しかもこの腹角はすぐ尾方で消失する。中心管は
背側で拡大し,蓋板は薄くなっている。底板は内方を向
いている。右側脊髄右半分では翼板は基板より大きく,
かつ翼板の細月包は側方へと移動して翼板表層に達してい
る。左側脊髄腹外側には2本のリボン状の脊髄の断片を
思わせる白質と灰白質から成る組織がある。(Figs.6,
7)。より尾方になると,左側脊髄は右腹角を覆う白質が
欠如する点を除いてほば野常構造となる。しかし,右側
脊髄は不完全な右腹側半分と底板のみになり,その腹索
が左脊髄側索と融合している。従って右側脊髄の胚芽層
は背方に開放している (Fig.8)。さらに尾方になると右
側脊髄は完全に消失し,左側脊髄は正常構造となる
(Figs 9)。
脊髄三分症の領域において脊推の推体は常に1個の脊
索を持ち,異常を認めない。
考     察
ヒトの脊髄三分症の多くは側々性に出現し,その部位
は中位胸髄以下が多いとされている。また脊髄三分症を
示す領域の頭方,尾方では脊髄の異常を示さない例が多
いと言われている。本例も狽1々性三分症であり,発生部
位は第26～28脊髄節,すなわち第4～6腰髄節に見られ
たこと,その頭イ貝J,尾側脊髄に異常を認めない点で多く
の例と一致している。しかし,本例の特徴は脊髄三分症
を示す部が僅か2～3節に過ぎず,これは我々の研究9)
によると成鶏において脊髄全長に対して約3%を占める
範囲である。また,本例の脊髄三分症は完全に2本の脊
髄に分離したdiplomyeliaの状態になることはない。
更に,従来報告された脊髄三分病の多くは最初に中心管
が2本に分離し,ついで脊髄全体が2本に分離し,その
後尾方で再融合する場合にはまず脊髄全体が1本に融合
し,ついで中心管が1本にまとまるとされている。これ
に反して,本例では中心管が開放した状態の脊髄半分が
正常脊髄とは不連続に出現し, その半分脊髄が完全な脊
PosteriOr
上原正人・上鳴俊彦
能になるにつれて正常例脊髄が半分脊髄の状態に近づき
つつ融合する。ついで正常側脊髄は不完全な半分脊髄と
なり,中心管も開放し, さらには消失する。代って付加
的に出現した脊titが正常構造となって尾髄まで続く。本
例の脊髄三分症の経過を水平断面で再構築したのが
Figure lでぁるが,これからも1本の脊髄が発生中に斜
断され,その頭方左半分が尾方右半分と再融合したかの
観を与える。
脊能三分症を示す脊柱管内に断片的な異所性脊髄組織
が見られる。Rokos8)の観察した脊髄三分症の1例にも
星状膠細月包による細胞塊が見られた。Willis 101によると
このような異所性神経組織は稀なものとされ,他の神経
系の奇形に随伴すると言われている。またその例も多く
は神経B蓼細胞からなるとされている。本例では明かに神
経細胞と自質からなり,かつ髄膜とは独立に存在してい
る。Willis IOlによると異所性神経組織の発生機序は不
明とされている。しかし,本例では胚芽層が露出してい
ること,蓋板を形成すると思われる部分が遊離しかかっ
ていること,側索カウト側に伸びだし,その中を背角の細
胞が移動してきて側索表面に集合し,かつその一部は脊
髄外へ出て行っていることから,いづれかの経路◆神経
細月包が移動してきた結果作られたものと考えられる。こ
の種神経細胞は発生途上で細月包死が予想され,従って生
後例の異所性中枢神経組織は神経膠細月包から成るのが一
識的であるのは当然であろう。
脊髄三分症の発生機序については諸説があり,未だ定
説を見ていない。その中の有力な説に split nOtOchord
syndrome説2)がぁる。しかし,本例は発生の比較的
早期で,脊索の発達も良好な状態にあるが,何ら脊索が
分離したかの如き像は認められない。また古くから提案
されている説に神経板が閉鎖する際に2本の神経管がで
きてしまうという説°があり,この説では多くの合併症を伴う
例の説明がつかず,更に2本に分離した脊髄三分症の場
合には神経板中央位が消失する必要があり,その点が問
題として残っていた。本例では2本の脊髄が分離するこ
となく融合しているため神経板中央位の消失は問題とな
らないが,半分脊髄が出現し,脊髄中心管が開放してい
る点は説明しにくい。我々は鶏脊髄の発生の研究中にお
いて,脊髄の部分的断裂を何例か認めている。本例は従
来考えられている発生機序とは異って,発生早期に脊髄
の斜断が起り,ついで断裂部より頭側の脊髄の右半分と
尾側脊髄の左半分が再融合した例と考えられる。
要     約
Hamburger and Hamilton('51)のstage 32の白色レ
グホン種翻蟹で脊髄三分症の1例を観察した。
脊髄三分症は第26～28脊髄節に見られ,それより頭イ買1,
尾側脊髄に異常はなかった。脊髄三分症を呈する部を頭
方から見るとほぼ正常構造を有する脊髄の左側に極めて
不完全な左側半分の脊髄が出現する。尾方に向うにつれ
て左側脊髄はより完全な左側半分脊髄になる。しかし,
側索は外側に大きく伸び出し,その中を翼板から細胞が
移動し,外側表面に達 し,その一部は脊髄外へと移動し
ている。より尾方になると左側脊髄の右半分も出現し,
中心管は閉鎖 し,左側脊髄の右翼板に右側脊髄の不完全
な左半分が入り込んだ状態で融合している。左側脊髄の
左腹側に異所性脊髄組織が見られる。より尾方になると
左側脊髄はますます完全な脊髄の構造となり,逆に右側
脊髄は底板と不完全な右半分脊髄になり,中心管は背方
に開放している。より尾側において,左側脊髄は正常構
造となり,右側脊髄は消失する。本例は脊髄が斜断され
た後,頭側の脊髄の右半分と尾側脊髄の左半分が再融合
したために生じた脊髄三分症と考えられる。
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Fig.2. Transvtrse sectijn through tte spiFal cord
,ISt Cranial to tlle area with diastematomyёlia.
The configuration is nOrmal in appearance.
×120.
Fis.3. lヽost cranial portion of thle area with
diastehatomyelia. The incomplete left hemi―cord
appears i■ lle left side of the ■。rmal right
cord.  ×120.
Fig,4. At the cranial portion, the left hemi―cord
I, COiStituted or the niar,  bas■1 ■nd floor
,lates, and the lateral funiculus protFu10S
outwards, X120,
Figi 5. The lateFal funiculus indicated in fig 3 at
a high mag,if ication. It is not covered by he
leptomeninx.  The celis of its dorsal column
COme tOgcther at the lateral aspect of  the
lateral funiculus and sO‐me of these celis migrate
Out Of the cord.  ×380.
Fig.6. 4t the lniddle poFtio■, ther.c is a f■. n of
tlle Fittht alaF plate of the left cord and the
incomplete left half of the risht cord  The
heterotopiC ■ervous tisSues are showed ven―
tFOla r l to the left cord,  x120.
Fig,7. D tail of the heteFOtOpic nervous tissues
indiCated れ fig,6. ×380.
Fig,8. Caudal portion of th.c aFea Vヽith diasteれな O―
mye ia. The left cOrd is almost ■oFmal in
structure, but the right cord is co■stituted ol
the incOmplete right hemi―cord with the opened
central canal.  ×120,
Fig。9, Area just taud41 tO tlle area wiih diaste―
matomlyeha shOwing normal in appearance.
X120.
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